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各班で作成したプラスチックの種類見分け方チャートを用いて実験を行い，各自で考察を行った。
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＜考察＞

◎考察

（どんな実験をしたか）「～を調べるために、～の実験を行った｡」
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実践事例気候変動

③日本海が日本平野に変わり、①､②で予想したように日本の気候が変わった結果、
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厄~牢詞
実践事例1有性生殖と無性生殖
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（1）生徒アンケート結果

1～3年生の生徒を対象に，以下の4つの項目でアンケート調査を行った。

①：理科の学習内容は日常生活とつながっていると思うことはありますか。

（1：とても思う2：思う3：あまり思わない4：全く思わないから1つ選ぶ｡)

②：1について，理科でこれまで学習した内容について，日常生活に関わっていたり，役立ってい

ると感じた単元や内容はありますか。（自由記述）

③：理科の学習内容は他教科の学習内容とつながっていると思うことはありますか。

（1：とても思う2：思う3：あまり思わない4：全く思わないから1つ選ぶ｡）

④：3について，理科でこれまで学習した内容について，他の教科の学習内容が生かされていたり，

関連していたりすると感じた単元や内容はありますか。（自由記述）

①日常生活とのつながり

く1年生＞

②①についての自由記述

く1年生＞

生命の分野

(植物のつくりと

はたらき）

物質の分野

(いろいろな物質．

気体とその性質）

エネルギーの分野

(光・音・力）

＜2年生＞ ＜3年生＞

0％0％

･普段食べているもののつくり ， 繊維・植物の分類

ミドリムシパン（ユーグレナ入り食品）・花粉症

･植林や伐採・植物によって酸素がつくられていること

･発泡入浴剤から二酸化炭素が発生すること

･風船にヘリウムを入れる理由

･水素自動車について

アルミ缶とスチール缶の違い・調味料の見分け方

洗浄剤や漂白剤の「まぜるな危険」について

プラスチックの種類，リサイクル

虫眼鏡，近視・遠視 フ 目のレンズについて

･鏡に映るしくみ・光ファイバー

琴 ， ピアノなどのしくみ・モスキート音

･花火や雷など音の聞こえ方・救急車のサイレンの音

真空（チルド食品のパック）

･普通に暮らしているときも空気の圧力をうけていること
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＜2年生＞

地球の分野

(地球の大気と天気の変化）

物質の分野

(化学変化と原子・分子）

エネルギーの分野

(電流の性質とその利用）

＜3年生＞

生命の分野

(生命の連続性）

物質の分野

(水溶液とイオン）

エネルギーの分野

(力と運動）

(仕事とエネルギー）

地球の分野

(地球の運動と天体の

動き）

天気予報・気候の予想・虹ができる理由・空を見たと

きに , 雲や天気がわかる．もうすぐ雨が降るなど，自分の力

で天気を予想できる・観天望気・窓ガラスに水滴が付く理

由が分かり，窓ガラスに水滴が付かないようにするにはどうす

ればよいか発展的に考えられるようになった。・放射冷却

･風向きの理由・地球温暖化などの環境問題・日本の冬が

寒い理由・雲のでき方・雲の種類と性質・天気や四季の

変化の理由・台風の進路、危険半円・海風、陸風

･使用済みカイロ・乾燥剤・重曹の化学変化、カルメラ焼

き・鉄がさびること，海の近くはさびやすい．脱酸素剤

ロウソクの炎の温度・二酸化炭素の発生について・石灰乾

燥剤に水を加えてはいけない理由・電気自動車のしくみ

製鉄・普段使っているガスの火は燃焼であること

たこ足配線・家電の表示の意味がわかった・普段の使用

している電力量がわかった・家の電気は交流でカイロは並列

つなぎ・自転車のライト・モーター・発電のしくみ

ゴム手袋の抵抗・静電気のおこるしくみ・ブレーカーが

落ちるしくみがわかった・地球温暖化などの環境問題

･水に濡れると感電しやすくなる理由・クリスマスのイルミ

ネーションの修理・ACアダプタの役割・電磁石

生命の誕生・生殖と繁殖・チューリップの球根（栄養生殖）

遺伝（血液型）・クローン・大量生産，品種改良と生殖方法

トウモロコシの色

･排水と中和．「まぜるな危険」・畑に石灰をまく

･電池のしくみ・燃料電池と車・ミカンの缶詰づくりと中和

･飲料水の中のイオン・イチゴジャムと酸性

てこの原理・クレーン車のしくみ・荷物を持つ力の分解

バス内での慣性の法則・ジェットコースターのしくみ

ブランコ・発電

日本の四季と太陽の高度・月の満ち欠け・冬至 ， 夏至

･季節と星座・日の出 ， 日の入り・ナイル川の氾濫日の予測
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③他教科とのつながり

く1年生＞

④③についての自由記述

く1年生＞

生命の分野

(植物のつくりと

はたらき）

物質の分野

(いろいろな物質。

気体とその性質）

エネルギーの分野

(光・音・力）

＜2年生＞

地球の分野

(地球の大気と天気の変化）

物質の分野

(化学変化と原子・分子）

エネルギーの分野

(電流の性質とその利用）

＜2年生＞ ＜3年生＞

ダイコンは大きな根？（国語）

･植物の間伐や環境問題について（技術・社会）

･社会の気候と作物の関係性について（社会）

･密度の計算（数学）・公害（社会）

プラスチックの性質と3つの視点（技術）

ペットボトルのリサイクル（家庭）

プラスチック繊維（家庭）

ばねののびとフックの法貝リ（比例）（数学）

･鏡に映る像でXやYを使って方程式を立てた（数学）

･本立てを組み立てるときの設計と力のかかり方（技術）

･音の出る仕組み・楽器（音楽）・光のルクス（保健）

気候（社会）・自然災害(社会、保健）・防災（社会）

･英語授業での天気の判断基準が明確になった。（英語）

･数学の統計学・日本の四季(社会）・雨温図（社会）

モアイはかたる（国語）

調理（家庭）・地球温暖化、大気汚染（社会）

比（数学）・青銅器、鉄器の歴史（社会）

電気（技術）・電気料金の計算（数学）

･世界のエネルギー，発電（技術）・回路の組み立て（技術）

方程式（数学）・比例（数学）・はんだごて（技術）

･抵抗器やLED(技術）
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＜3年生＞

･生殖の働きと発達，命の誕生（保健体育）
生命の分野

･生殖と農業（社会）・遺伝と人類のルーツ，進化（社会）
(生命の連続性）

･遺伝と確率（数学）

物質の分野 ･洗濯と洗剤（家庭）・燃料電池と再生可能エネルギー（社会）

(水溶液とイオン） 酸性と公害（社会）

エネルギーの分野

(力と運動）

(仕事とエネルギー）

･エネルギーと速さの関係（2次関数）（数学）・発電（社会）

クリーンエネルギー（英語）・エネルギー問題（社会）

･力の合成と分解（体育）・力の分散と平行四辺形（数学）

｡効率のよい発電方法（技術）

地球の分野 ･平行と合同を利用した南中高度の計算（数学）

(地球の運動と天体の ｢月の起源を知る」（国語）・月 ， 太陽

動き） ･太陽のあたり方と緯度，経度（社会）

アンケートの結果より，①については，1，2を選択した生徒がどの学年でも全体の90％以上とな

り，多くの生徒が日常生活とのつながりを感じていることが分かった。日常生活とのつながりについ

ては昨年度も1,2を選択した生徒が90%以上となっており，理科の学習内容自体が身近な現象を取

り扱ったものが多いことから，生徒達も意識しやすいことが考えられる。また，②の項目についても，

「植物には光合成が必要だとわかり，園芸委員などで植物を成長させるのに役立った」や「プラスチ

ックの勉強をして，プラスチックの種類をしっかり確認してごみを分別したりできるようになった｡」

（1年生）のように学習した内容を普段の生活の中で生かそうとしている姿も見られた。

③については,1年生では90%以上の生徒が他教科との内容のつながり（関連）を感じていると

回答しているが，2，3年生では昨年度と変わらず約80％となったが，比較的多くの生徒がつながり

を自覚していることが分かる。④の自由記述では，教師側が意識してESDに関する話題を取り扱っ

た内容を挙げている生徒が多かったが，日ごろの授業を通し，自らつながりを見いだしている生徒も

みられた。

今後も他教科とのつながりを意識した授業づくりを継続し，生徒が特にどのような内容について他

教科との関連を感じているか，ワークシートの記述内容についての質的な分析が必要であると考えて

いる。
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1年理科6月25日実施ESD実践事例【環境】2-1:地球温暖化
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1題材名光合成

2ねらレ 、

･植物のはたらきと周囲の環境との関係について，光合成の量を調べる実験を通して考え

ることができる。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅱ相互性…植物のはたらきと周囲の環境には相互に関連性があること

（2）能力・態度

③多面的，総合的に考える力

【教科の目標（評価規準）】

実験結果をもとに，植物に関わる環境要因について，多面的，総合的に説明することが

できる ○

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野環境

②教科社会，技術・家庭（技術分野）

③題材「南アメリカ州」（社会1年）

｢世の中で求められる製品をつくろう」（技術1年）







2年理科7月1日実施ESD実践事例【気候変動】
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4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅱ相互性…日本の周囲の地形，日本の気候，我々の生活に関連づけられる関係があること

（2）能力・態度

②未来を予測して計画を立てる力

【教科の目標（評価規準）】予想結果に基づいて，我々の生活がどうなるかを予想することができる。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野気候変動

②教科社会科

③題材「日本の気候」，「世界各地の人々の生活と環境」

－82－

1題材名日本の四季

2ねらいわたしたちの生活が気象・気候と深くかかわっていることを認識し，自然とうまくつき合

って生活するために大切なことを考えようとする。



ESD実践事例【国際理解】：生物のふえ方と遺伝 3年理科5月11日実施

1題材名無性生殖と有性生殖

2ねらい

無性生殖と有性生殖の特徴の違いをもとに , デイ /､ミー 卜を通して ， 生殖方法の使い分け

の必要性を考えることができる。

3学習活動

この学習は，無性生殖と有性生殖のそれぞれの特徴と，特徴の違いを知り，食糧難を克服するた

めに，植物を栽培していくとすれば，どちらの生殖方法を取り入れると有効か，根拠をもとに考え

させた学習である。

（1）無性生殖と有性生殖の特徴の確認

･生殖に用いられるもの

･遺伝子の伝わり方

･形質の現れ方

（2）「食糧難を克服するためには，どの生殖方法？」ディベートを行う

･有効と考えられる生殖方法を，根拠をもとに説明する。

他者の意見に対して，批判的に考え，根拠をもとに論議する。

｢食糧難の地域にすぐに食料を送るためには，短時間に大量に生産させる無性生殖が有

効である。」

｢食料を送ると，輸送手段によって二酸化炭素が排出され，大気が汚染される。」

｢輸送手段を二酸化炭素が排出されないものにすればよいのではないか。」

｢食糧難の地域でも栽培できる品種に改良すればよい。だから，有性生殖が有効である。」

といった論議がなされた。

（3）どちらの生殖方法が有効かをまとめる

ディベートにより出てきた意見をもとに，自分の考えをまとめる。

（4）他者の意見を聞く

自分の以外の意見を聞き，さまざまな考え方を知る。

4ESDとの関連

（1）構成概念

V連携性…生殖方法を考えることで食糧難を克服することができる。

（2）能力・態度

①批判的に考える力

【教科の目標（評価規準）】

批判的に考えることを通して，無性生殖と有性生殖の特徴を理解することができる。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野国際理解

②教科社会，技術・家庭（技術分野）

③題材「アフリカ大陸」（社会1年）「植物の栽培」（技術2年）

－83－



3年理科11月21日実施ESD実践事例エネルギー＜水力発電とエネルギー＞

1題材名身近な仕事とエネルギー

2ねらい

・実験結果をもとに，仕事をするためのエネルギーを大きくする複数の要因と，エネルギーとその要

因との関係を考えることができる。

3学習活動

金沢市は全国唯一の市営水力発電事業を行っている。水力発電量を大きくする要因を考え，実験結

果を分析することより，金沢市の地形と要因との関係を知り，今後の金沢市の発電を考えさせる学習

である。

（1）仕事とエネルギーの定義の確認

･仕事＝力の大きさ×力の向きに動いた距離

･エネルギー＝仕事をする能力

（2）エネルギー（水力発電量）を大きくする要因を予想する

（3）実験方法を考え，実験を行う。

（4）実験結果を分析し，関係性を考える。

（5）金沢市の地形と要因との関係を知り，今後の金沢市の発電を考える。
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4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅲ有限性…効果的な発電方法を考えることで，有限な資源を

必要とせずにエネルギーをつくり出すことができる。

（2）能力・態度

③多面的，総合的に考える力

【教科の目標（評価規準)】

･多面的，総合
な
分

咀凹

（3）教材の「つ

①ESD関連

②教科数学

③題材「関数)>＝αx2」（数学3年）

－84－
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